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南洋材需給構造の変化と南洋材泊費産業の対応

関野竜馬・桔井吉調

The structure changes of supply幽 demand

。fthe logs from Southeast Asia， and the Adaptation 

of the industries depending on the Southeast Asia logs in J apan. 

Ryoma OKANO ， Yoshiya IWAI 

要旨

社本のi者洋材的資政業は合較建築と荊件付製材業である。両者はともに南洋材という安側で盟

鼠な資掠在職にして，戦後から高度経済成長JtJH.'通じて大きく成長してきた。しかし昭和 50 

年代になると，隔離業は供給側の変北(資源枯渇，路地閣の!京木輸出禁止措寂，製品職人増大)

と揺袈側の変化(低成長期以1i1f;の能要縮小)のjjlij面から対応脅迫られる O そζで一万の合J阪臨業

は加二仁枝簡を発展させる ζ とl乙よって資源利用細部告拡大し コストを依減させ，競合材や輸入

合較との価格競争力脅維持してきた。しかし， j菊洋材製材業は裂退の一途ぞたどっている。製品

の品質がJJ京水の質に規定される側面iの強い製材業は， JJj~木の高騰，低質化に対応できず) fjお袈減

退を止められなかったのである。しかし合板陸議にしても，所設館71qc:規定される部分は大きく，

相対的に縮小の時期が埋れているに過ぎない。今後は，陸地j五iからより安似iでより良質な製品が

輸入され，明大していくであろう o i者洋材!浜水守閣内で加工する時代は，今や終わろうとしてい

るo

l議南洋材洪給講i告の変化

南洋*1'は，戦後部もない段階では日本の輸入外材の 8.......9 j開会占めていた。戦後の日本にとっ

て，安価で銀協な資源がしかも比較的近い国々にあったということは，非常に有利な ζ とであっ

た。と ζろで， j鴇洋料館*=の輸入のj澄史はそのまま南洋材}窮地の変曜の蹴史でもある。図-1 に

よると IIH和 20年代の南洋材鮒入はその9剖をフィリピンに依寄していた。しかし昭和 30年

代になると日比両闘の間に貿易問題が生じるようになり， I昭和 40年代になると，それははっき

りと資総問題の様相を呈してくるo そ乙で繭洋材結地はフィリピン依静から，サパ，サラワ

ク (;f，"Jレネオ北部)，昭和 45年からカリマンタン(イン iごネシア，ボルネオ島南部)へと多

様化しながら矧和 50年代冶迎えた1)。

昭和 50年代以降，わが協に対する南洋材の供給構造-は大きく変化する。それはニつの段階iζ

分けて考える ζ とができる。 まず第一段階では，南洋材の資源内容が著しく語化してくる。そし

て第二段階では，南洋材製品(合板，製材品)が陸地i謹で生競され，泊本北大i設に供給されるよ

うになるo そのこと争以下で1I頃次見ていく ζとにする o
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凶 1 討glNt!íft水の綿入先5JiJシェアtíH~ (南洋1イ統計・)

(1)第一段階資源状況の悪化

先に触れたように， ζれまでも南洋材の資源問題は存千五していた。そのためフィリピン寄与皮明

りに，陵地の開発，移毅が繰り返されてきたのである G そして昭和 50年代に入り，フィリピン

の産地機能が終忠し，インドネシアが!民7/ぐ禁輸j皆既与を採るにつれ，日本のF?jl~~材輸入はサパ，サ

ラワクへの依寄!324を高めていくことになる O しかし， ζのサパ，サラワクという産地は，当時す

でに資源内容は盟かなものではなくなっていた。それ以降， ζの倒産地においても資源内容は題

化する一方なのであるが，今やζれらの成地に代わるべき!京地が見つからないのである。 ζのよ

うに， ζの時期の資鰯担Oh訟は，以前と比較にならないほど深刻であった。ではζの阿競地の資源

状況をJ主体的にみてみよう。

関-2はボルネオ践の地問である。サパサラワクがカリマンタン(インドネシア鵠)と比べ

平野部が悲しく狭し、ことが分かるであろう O サパーで‘は(ちなみにサパ州、!の面積は北海道程度であ

るに昭和 50年代前半で海岸・平野音11の一次林の大半がすでに伐出され，それ以降問じ林分か

らのニ問自三問自の伐採が1=1.1/心となっている。 また問時比伐採のJ拠地化も進んでいる O そのた

め原水の小穏水化が進み伐出コストは増大している c またB 長い陸送によって主主ずる材の{'Jj傷

みも，材質感化のー悶となっている。かつてフィリピン材は赤色系ではあったが優良火筏材が1:j:J

心であったし，インドネシア材は良質の I~ 系材が嬰i留でP ともに材摂は優れていた o j[jルf句..は，

P.N.G(パプアニューギニア)などで，以前は瀦嬰のなかった抵髄材;t"('もが伐採されぎるぞ

なくなってきている O

ζのような原水の低質化は，原水の輸入形態lζ も変化令りえている。南1~1寸丸太はグレードの

、11闘に製材用，合板Hj，捌包!日として使用される。このため鴎沖将丸太令産地閣でグレー FyJIj 

lζ仕分けるのが一般的であった。しかし最近の抵設化の結果，現在南洋材旅木は 9 特l乙f+訳もさ

れずに合版用として一括されて(これを合板Itljけみ材という)輸入注れている。現夜，南f学科

の 8i~IH立合板It司けに消貸されているが，

されるという間向は…!爵強くなっている G 例えば昭和 50年代に多くの合板メーカ

した大阪では，合板前jけ込み材の入社;f減少が製材!lJJ原水の不思4をもたらしている。そのため，現



在大i授の製材用JJ京水入7J1撃のうち， 3部が

九ナI'i.瀬戸内などの地方滋の，合板メーカー

の手当材の仁iゆ〉らま長荷されてきたものであ

る2)。このζ とは大阪の木材接産地として

の機能の掠下をも表わしている。 また原

水側格の潟11憶も資源問題の影響の一つであ

るO 関 3は東京の南洋材丸太の!潟路卸売

{誌である。昭和 54年密機lζラワン材と米

材の倒i格避が誌に 2万円/m:Jに拡大し

たζ とが見てとれる。以前は南洋材(製材

!向けでさえ)の方が米材より安悩な ζ とも

あったにも関わらず，である。また同時に，

ラワン小級材と上級材の価格競も数千円/

m:Jから l万円/m:J1乙拡大している o こ

のζ とは良資材の枯渇を議|床している。離

かに第一次，第ニ次石油危機の時には，木

材は樹穣i'i:関わず高臆した。しかし， I昭和

5 4年頃の南洋材i原木の高騰は群奇抜いて

いたのである。 ζのζとが消2若者のラワン離れを促進‘したことは容易に組像できる。これは，

irh危機による筒コストの上界はもちろん，斡|乳合燃をも含めた商社関の顎1~ け競争なども要閣
の一つである。しかし段大のj京間は，サノリ1'1政府が第二次石油危機に連動する形で，ロイヤリティ

(輪出原水にかかる伐採税)ぞ倍加させたことにある。そしてインドネシア政府も認n~にこれに
退陣していった 3)。

乙のようにこの時期，産地調は木材輸出政策毎次々と強化してきた。それは路木輸出規制やロ

イヤリティ制度によって自国資掠の保護巻目指すものであった。そのI;Jで消費|逗!日本iζ最も大き
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嶋崎四四一回目セラヤ材中級(合縦 II司It)
…“山刊........・米ツガ カスケード

i γd !トメ¥¥Lし1¥L、Mヘ-'Jヘ~、'J

rよ十勺~"'とトJムイて三:二f///f/fJfrパ\ 句い1し'......... 戸M 伺 ¥ ¥/  J 
JJrfJ ~、fuff )¥・… /・へ・ベ.¥ j、d

6 

4 

{崎
1各
(
万
円

/

m

)

ベ，
'ヒーマー「

年・丹 s部.1 562.12 560.1 

I~-' 3 東京の!訳本鋭p克{，lli格治移(日 flj水材新開 十日会相場より)
tUデ…タはS50. 6.....S62. 12までのPl俗の数{位であるc

セラヤとはラワンlζ対するサパでの呼称であるo

557.1 554.1 



158 

な影響ら与えたのが，伐掠税の値上げと，まだ資源の践密であったインドネシアのj京木輸出規制

である。 1議地閣はロイヤリティと輸出制調枠を操作する ζ とによって， }.京*輸出の主導権を持つ

に護ったのである。次いで産地閣は，製品輸出毎捉進させ自i習の産業の振興を図るようになる。

乙れが第二段i鞍である o

現地製121の大掻iMii入

ζの段簡では，現地製品が日本lζ大3設に輸入されるようになる。現地製品はまず，その低価格

であることを武器にして日本の市場に参入する。まず，合板についてみると以下の通りである。

輸入合板を慰さ加に分け，閣内生成;監と比較したのが表-1である。輪入合板(昭和 63年度は

インドネシア践が96.8%のシェアを持つ)はまず，強度や剥き肌， J AS規格の関われない仁1:1浮

(2)第二段階

惨さ別合板5:践畿と!自入縫(災i邸機. 1000111') 袋一 l

---3ミリ

219.013 
68.631 

222.617 
108，790 

236.163 
51.711 

253.693 
27，515 

309.343 
2.352 

問主主
輸入

3--...6ミザ

67.736 
95，831 

68，148 
71.977 

64，408 
22.094 

71.078 
11.259 

58.618 
217 

6 --...12ミリ

国綴
輸入

12ミリ~

間
政
及
び
愉
入
A
ω
絞
の
尽
き

合板統計)i刻路 線通合板の間内主主波数 (奴易統計，
綿入.経過合板のiiIJij入滋(ラワンなど熱1，#木材令使jねしたもの)

f主

物分野に参入し，次第にシェアを?認めていった。なぜなら，臨地閣の加工技術は米だ低伎の段階

であったからである。ついでE在地矧の(接着)技術が向上するにつれ，J学物合板の輪入;誌が急増

している。乙れは11.5mmの型枠m合板が大半である(表-1では 6----12mm ~乙分類されている)。

そして現窃で‘は加工技術が袈求される薄物の輸入裁も嶋加し，平成;元年には総設で鵠j鐙合1授の 3

1持l乙当たる盤が輸入された。乙れら輸入合板は陸地閣の安価で良質は原水で生産されており，も

はやプライスリーダーとなる資絡をト分有している。

次に，現j:~1挽製材l引の輸入盤i盟加とシェアの上昇は表… 2 の通りである。現地挽製材品はまず

1悶包材，家具の芯材などの低級材諮惑に供注れたが，現謀議作材なと.の上級材分野へも参入しつ

つある。なぜならこの場合も輸入合板と悶じく，産地問は安価で良援な腺木弘商い水準の技術

で加工できるようになってきているからである。現夜，現地挽製材品輸入盤は関内生態滋l乙潟ぞ

並べるまでになっており，その大部分が京浜， I妓神に鋒仁1:1している。そして現地挽製材品もイン

ドネシアが最大のシェアを持ち，次いでフィリピンが多い。
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袋一 2 i'持/;下材現地獄:製材I郊のffiJ内流通澄

1，077 
2，360 
45.6% 54.1% 
T南淳軒続訂正す存法)

滋認内j免製品とは、輸入南洋1>1'1.京*のうちの製材!向け消授E設から
原水t1F留り 50%として算出したもの

2j設南洋材鴇袈構造の変化

1殺では南洋材の供給構造の変化についてみてきたが，一方合披，製材i官iの館袈構造も!昭和

5 0年代以降，変化してきている。 昭和 50年代は木材業界全体がオイルショック後の不況下に

あった。しかしその中で南洋材加工製品は，丸太が低質化するとともに自si格が潟!騰したために，

他の資材との激しい競合を余儀なくされたのである。

(1)合板について

戦後，合板!叢業は!京材料を安師なラワンl乙{衣存できるようになった。そのため合板は安価に供

給されるようになり，また断材としての機能も優れていたため，昭和 30年代以降，板類型f*オf誌

を大きく代轄するようになった。その後，接器削のi盆さかなどもあって，装飾的用途のほかに構造

用にも用途が拡大し，合板の消波援は増加!の一途Ji>たと、った。では，お油危機以I!牟，昭和 50年

代の合板の舗要構造はどのように変化したであろうか。

合板のJfl迭は広範悶にわたっているが，主力はやはり建築関連分野である。関-4のうち新設

と合阪の住綾抵の関係に注目してみると，合板の往路盤は新設住宅務工J躍の増減とお

1∞ 
ノ'1=亡ごm

指
数

』一一一回目 Via立{主主j滋J:滋

一一日}・ *Hi.ll築!llH Hl (.Ij hl: 
…・うりンí.ll~寝 JIIH 泌総陵

町一一叩一治 i亜 {'d1i~主 j草紙
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i調-4 建築関製怜官1、合板出荷i款の指数推移(木材鰐給報告を怒 S 4 8ぉ 10 0 ) 
おう) 米材、ラワン1オとも輸入製料品は含めていないが

認I~~の傾向は乙れから十分続みとる ζ とができる
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表 3 と合絞の浮き泌生産盤

3ミリ
(%) 

s 4 3 1.202 1.123 45.1 
s 4 8 1，906 1，516 41.4 
s 5 0 1，356 1，183 47.7 29.2 4.5 18.6 5.21 
s 5 2 1，508 1，308 42.3 30.1 5.0 22目6 5.71 
s 5 4 1，493 1.449 41.8 28目5 5.0 24.7 5.89 
s 5 6 1，152 1，188 42.8 26.0 4.9 26.2 5.97 
s 5 8 1，137 1，221 43.3 24.8 5.9 26.0 5.97 
s 6 0 1.236 1.094 42.9 23.2 6.5 27.4 6.12 

おむね一致した傾向にある ζとがわかる。合i授の皇陵援は，昭和 50年代の前半は大きく溶ち込

んだが，昭和 50年代の中頃までは，使宅器工盤程度あるいはそれ以上の住醗水準が保たれてい

たといえる o しかし昭和 50年代後半以降になると，合板生産識はもはや新設住宅着工抵の伸び

ほどは増加せず，横ばい状態を保っているに過ぎないことが読みとれる。つまり合板の掃要は，

最近は地位が低下していることがわかる。

合板の生産;機(従って綿製)はある限度維持されているが，それが際物合板の銘要拡大による

ところが火きいことが，表… 3から見てとれる。第 3]詳でも見るように，尚.洋材の資源内容が題

化するにつれ，合板E設業は材質悪化をカバーするため原物合板の主主践に傾斜せざるぞ得なかった

のであるが，乙の閥の変化を諮援側からみると以下のように話うことができる。まず，鉄筋コン

クリート造建築の場大に伴いコンクリート製仲の稲嬰が増加した。また下地問合板が，践i:lfH也，
床下地材として街袈ぞ{Iればしている。さらに段近では，構造J:g合板としての諮袈も拡大している。

しかしその一方で吋，内装・援用合披などの11"博物の詩奇襲がf患の資材l乙大きく代詩されている4)。

合板の代表的な代替材は石膏ボー，.;'(無機質建材)である5)。生設致(生蔵前積)を単純比較

すると，石管ボードの生態;設は|昭和 63年度では合J板':1::践畿の46%にまで伸びてきてし、るのであ

る。これは石管ボードがi耐火性能に俊れ，合板よりさらに安価であるよに，施工性が著しく鍍れ

ているためである。特に最近，住宅鹿業界では労働者不足が問題となっており，建築を省力化す

る上で施工性は資材の翠裂な機能の一つになっている。そして現夜，内装墜に関してはおう奪ボー

ド下地iζクロス仕上げという仕様が大多数ぞ占めるようになっている。そのため，内装用の

合板が特に代替されている。(表-4にあるように，省管ボードの錨格は博物合板よりも抵く，

到!底， I:j:tJ翠物合絞の太刀打ちできるものではない)。

その他代替材としてはパーティク jいボー iごなどの木質ボード類が挙げられる。 ζれらの水質

ボー|どは，静物では強度の点、でまだ合板より劣るが，合板よりもかなり安価な資材である。 ζれ

らのボード類の，製議コストに占める部材料(チップ)コストの都合は25%臨皮である。 ζれに

対して合板は，原水コストが製造コストの 6部ぞおめでいる。 ζのζとは，合板の方が，原材料

議-4 務i滋合絞、石'fzl:ボードの{占j;路比較 ( --_.枚当り)

注 関東地区**イセンタ…1m路if:l場 iヨ1汚水材事rr間(H2. 
T 1…l類合板 T2…2類合板

であるj点木の品質，

師棋にはるかに規

定志れる艦業だと

いう ζ とを不して

いる。そのため南

洋材の資源内穏の
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悪化が， ζれら競合材に対する合板の競争力を低下させているであろう ζとは，容易に盤像でき

る。乙のように合較は，般の安いヱ諜製品との競合が鍛しいものになりつつある。

…方輸入合板の閣内簡裂も拡大している。最近では， ζれら現地で生渡された合桜(特に型枠

用p いわゆるコンパネといわれるもの)の競争力を維持するため，日本などに販売機関が設立容

れている。乙の機関はインドネシア合;肢の輸入を管:轄下lζi置き，輸入数，価格を適正に管理する

ζとを目的としている。またそのほかに，北米からの針葉樹合板も構造m合板としてJAS続絡

が認められるようになり，表… 11ζ示したように輸入盤が増えている。このように，現在まで合

板の生産設はある程度維持されているとはいえ，地のボード矧との競合のほか，輸入合板，針議

樹合鮫といったものとの競合関係が強く存在しているのである。

(2) i羽洋材製材品について

わが国に輪入される南洋材の種類は多い。その大部分が広葉樹で，一部針葉桜も含む。またグ

レードも唐木類から雑木とされるものまで多くが寄在する。従ってその用途も様々であるが，南

洋材製材品といえば通常ラワン類の造作用材，家ー良建具用材のことを ζ指すα ラワン製材品が

本絹的に内?誌に向けられるようになったのは，昭和 30 年代後~I生からである。ラワン製材品は建

住宅ブームに乗って，低価格段5宅の洋閣の造作材などに多く使用されてきたのである。キのう

ワン製材1拾には，長所として次のような点が認められていた。

①安舗である ①議誌にある なり i協広の板が取れる

φ 無地である @ 加工性がよい

ところが昭和 50年代を通じてラワン製材I誌の関要は激減しているといってよし%出認識のピー

クの昭和48年と比べると昭和 63年度は 1/8である。これがオイルショック以降の住宅不視

のためだけでない乙とは，関-4を見ればi現かである o ラワン建築用材の出荷蕗:は，新設住宅殺

はるかに下関る水準で・推移している。そして乙の闘の，ラワン製材品が金製材品出荷盤

([議内製材工場からの)に出めるシェアは，昭和48年の13.8%から昭和 63年の 2.8%へと大き

く減少している 6)O ζれは，南洋材の資源内容が感化するにつれてラワン製材品の材質は抵下し，

i出乙価格が高騰したζとによって需要の減退を招いたからである。ラワン製材品は「安価，

椴広の板が取れる」という長所を失なったために，容易に代替!品の進出会許した。並物の造作材，

家具用併として鍛裂があったラワン製材品にとって，資線内容の悪化，特に価格の高騰は数命的

だったのである。その代替材としては次の 5種類の物が挙げられる 7}.810

a 米材 b:集成材 c 合板などボード類

d:他の広葉樹 e 現地挽製品

ラワンは以前から虫容の発生する ζとが問題視されていた。それに加えてラワン製材品は，ま

ず部格の点で米材，集成材，ボード類l乙太刀打ちできなくなった。さらに，狂いや気鰭性，施工

性などの機能の点でも集成材，ボード類lζ大きく劣っており，急速に需型を失っていった。また

最近は，消殺者の幡野が高級化しており，無i也の広葉樹材が必袈とされるときは，ラワンに代わっ

て悶競あるいは北米の広葉樹が使用されるようになっている。

なお，現地挽製品の影響は表 2 で見た通りである。南洋材製材品の摺援が大きく減少する l:j~

で¥安部な現地挽製材品が陣内挽製材品のシェアを大きく奪ってきたζ とが見てとれるo 現地挽

製材品は，まず欄包材や建築用の見え隠れ材，家具の芯材やトラックの*'ディー用材といった低

級材(ニ等特以下)のシェアを奪ってきたが，現在では造作材などの一等材としての諮饗にも使

われるようになっている。
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3議南洋材消費産業の対応一大阪を例l乙

これまで述べてきたように，昭和 50年代は，南洋材の資源状祝の態化とそれに伴う南洋材製

品の幣袈減少，競合材代詩材の台頭という構造変化の時代であった。 i菊洋材消費産業である合板

南洋材製材業は， ζのような南洋Mの織給両面の変化l乙対応をjflられたのである。 l

階洋材供給構造の変化を 2段階に分けて説明したが，本箪でも， ζれら阿産業の対応を ζの 2段

階i乙分けて見ていく ζとにする。なお， ζこではさ若者が聞き取り;制強!宅金行った大i授の業界ぞ主な

対象とする。

(1)合板議議

第一段階で.I原水の高騰・抵質化が合板箆業l乙対しでもたらしたものは，以下の点である o

Q) 原水コストの増大 (製造コストの61詰ぞおめる)

@ 表面単較に必要な良質単板の不足

@ 脱水歩止まり・生酸性の低下

合板産業はまず，より安価な原水(砥貿材)i'I'史舟する ζとでコストダウンを闘った。このた

め業界全体としては.J原木の褒(j甘摂求皮の低い際物使躍に…j習傾斜せねばならなかった(なぜな

ら原物合板は，戸事物合較に比べ低質な単板を中;~;ml乙より多く使う ζ とができ，渡部地単板の必

袈捻がj、日対的に少なくて済むからである)。しかしこの ζ とは，住産性 • J京木歩止まりの低下を

招かSるを得なかった。従ってその後の合鮫j議議は.Lま質材主主使用しながらも原水歩止まり，

産性を向上させていかなければならなかった。そしてζれぞ可能にしたのが加工技術の進歩であ

るO 以下その主なものに間取に設及ずる ο

( a ) ロータリーレースの変本:使舟可能な資源範j到の拡大と生産性の向上.

原水の抵質化，特に小桜木化は!原水歩止まりの{底下毛をもたらす。従来のロータリーレースでは，

!泉水の切時IJ限界が主20"'--30cm程度まて♂で、あった。そのため60cm上の磁良大様材を剥いても，?p

止まりは60%程度であった。そして59cm下の材は小径木とされ，路弊一上.使用される ζとは少なかっ

た。

現在，ロータリーレースの限界は10cm以下の水準で、ある o そのため合阪メーカーは，小径木な

ど低質材ぞ使用しているにも関わらず，最近の原水さか止まりは70%に達している O 現在メーカー

側では.20cm以下の原木号制いても採算を合わす乙とができるという。またロータリーレースの

作業スピードも向上しており，小笹木切郎のj擦の作業能率抵下をカバーしている。ただ¥これら

は主に陣物合披用の技術ということができる。

しかし議近は，レースの刃の改良によって，以前は困難l'あった抵質の原木から良質な斜きfln

の表面用単桜号取る ζともある樫皮できるようになり，袈求度の商い静物合板!苦の技術も発展し

てきている。また，コンピューターによる自動芯だし袋鐙 (XYチャージャー)によって，かつ

ては職人芸と替われた備本材の芯だしを瞬時記行っている。 ζれらは生産性の向上に大きく

している。

( b ) 接務斉IJの変革:使用可能な資源範開の拡大

ある樹梯が(合板用料として)低質であるとされる朗自の一つは，樹賠などを多く含むために
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乾燥が十分にできず，接着不良を生ずる乙とである。例えばカポールが乙れに拶、~する。 ζ のカ

ポールは樹指分が多いため，水中iζ沈むもの注え多い樹鰻である (ζれを沈*=シンカーと

いう)。これに対しでは， J隙藩剤および添加1111の類の進歩が著しく，現荘では， f義務部の粘皮，

単披への浸透度などを調整することにより，各々の材質に適した接務剤をつくる ζ とができるよ

うになっている。ただ，製造コストアップにつながるため，接務部lζ頼りすぎることはできない。

( c ) コンポーザー(不良単板接合機)の変革

:生主主性が向上し，不良水(曲がり材，折れ材など)も使用可能になる

偏芯材や不良木ぞ剥いた場合，一枚の単較に~~たない端切れ断片がかなり生じる。(特 l乙剥き

始め時)。これは，接ぎ合わし，裁i耕して中芯}刊の単板lζ用いるo かつて，合板製造過程で最も

入手を裂した工程がこの綿板工程(接ぎ合わせ+裁断)だといわれ，乙の工棋が自動化され，ス

ピードアップすることによって住産性が馨しく伸びる ζ とになった。

以上が業界の三大進歩と設われるものである。 ζのほかドライヤーの能力向上(乾燥時間の娘

縮，単板の合水率の調整能力向上)や搬送装慢の発達(生産性の向上)も大きな進歩である。こ

こで昭和 48年とi昭和 63年の欝通合板工場の主主産力について比較してみよう。 まず，工場数は

(257….123) と半減している。しかし一工場おりの生態能力は (958万8千m'→1779万7ヂぱ)へ，

また従業員一人当りの実抜競践は (4012万4千ぱ→1舷10752千ぱ)へと，大きく向上しているの

であるg¥乙のようにして合板産業は，原水歩止まりの上野と生践性の向上ぞ実現した。

tA.1乙昭和 50 年代にi菊洋材の資滅状態が悪化する中で，合板メーカーがJ主体的にどのように対

応したのかについて見てみよう。

5より， A社の現在の{史用原水は，これまで低資材とされてきたものが米分を占めている

ことがわかる。 Aお:はこれらの抵箆材を使用する乙とによって原水コストの上昇を防ぐことがで

きた。それを可能にしたのがζれまで述べた加工技術の進歩でゐる。そしてA社は，技術の進歩

iζ伴い，dらに低銭材をi高度利用する ζと主主目指し，現在まで!翠物合桜往症をに特化してきたので

ある。第一段階の合板援護は，技術の進歩によって資源利用縮問診拡大し，製品価格の高騰ぞ抑

えてきた。そしてζのため合j授の生産滋の水準は，ある程度維持されてきたといえるであろう。

ついで、第二段階では，

現地で生牒8れた安価

な合縦が，閣内

に供給される ζとにな

る。しかし，産地問の

技術がなお未熟なため，

輪入合板の品質は劣っ

ていた。そのため閣内

メーカーとしては，当

初はまだ輸入合板l乙対

して価檎，品質上の競

争力を持ち得ていた。

輸入合板は強度的(接

(形艶)

淡-5 Aね:の使用JJ長木、主佐藤製品の移り変わり

60 cm よほとんど

、メ
→ カポール

→他

一歩 60 c臨Jニ
サ 59cm下

-- 沈水

50% 
35% 
15% 

(生産E 品協 )2.52 リ(~)、 12 ミリ → 12ミリ、 15ミリ

イ

10-20% 
10-20% 

注) セラヤ、メランティは、フィワピンのラワンに相当する樹憾。
前者はサパ、後者はインドネシアまたはサラワクでの呼び名

務技術による)I乙劣っていただけでなく，斜き脱が懇く，また中には歩切れ品や正磯な長方形で

ないものもあった。輸入合桜は u客で述べたように，まず中隊物分野iζ参入する。これは，中浮

物が博物合板ほど強度を製求されず，静物合板ほど切百日投稿ぞ裂しないものであったからと考え
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られる。

しかし，その後援地図のの加工技術が向上するにつれて，閣内合披産業は価格，品讃の両国で

輸入合;桜との競争力を維持するのが鴎難になってくる。なぜなら，インドネシアに代表される合

板輸出国では，原木輸出規制(あるいは禁輸)政策によって自国の産業が守られており，現地の

合板メーカーの使用する原木は日本の輸入する原水に比べかなり良質である。そのため，産地障

の加工技術が向上するとともに輸入合板の，トータルとしての品質も向上するからである。また，

醸地罷!とわが障の使用する原木の価格にも大きな|鴇たりがある。例えばサパて。は，自悶産業向け

のj京木{訓告は輸出向(tl.草木価絡の 1/5"-'1/61ζ過ぎない(原木のニ蜜錨:格構造)。これらの

点は，工業製品とは震え，天然資源である原木に依然として規定怠れるところの大きい合板産業

の限界を示している。 ζのような状況の中で，現政の関内メーカーの中には，輸入製品を仕入れ

て自社製品として販売するという，問屋機能iζ露点を殻くものが多くなっている。また，合板だけ

でなくパーティクル・ボー iごなどの閥製品の佐藤にカぞいれ，脱合板をi迫るメーカーも現れている。

(2)南洋材製林業

一方，南洋材の製材品瀦裂は激減しており，南洋材拠材業界は衰退の一途をたどっている。 ζ

の隠の合板援業との議は，鴎-5 tζ明かに現れている。持躍業の!京木?出資;縫の比は，昭和 48 

には (59:41)であったものが，昭和 63年には (84:16)にまで変化している。 ζれは南洋材製

材業界が，枯濁しつつあるラワン類以外に趨滑な木材資源を関妬し得なかったこと，また技術的

にも小経木，低質材利用の還を開拐できなかったζとによる。そして第一段離において価格の上

昇からくる需要の減少ぞ止める ζとができなかったのである。裂するに加工技術によって資源態

化委カバーする ζとが悶離だったのだといえる。つまり製材業は，合板産業よりさらに原水に規

定されると ζろが大きかったのであり，そのため業界では，段階でくも縮小を余儀なくさ

れた。そしてそれは，南洋材製材業界の構滋に影響を与えずにはおかなかった。次に，乙の実態

を大阪を例としてみていく。

(1∞Om') 

15 

実10

消
費
麓 5

~仰向付 回制向lす

年度

図ー5 消護費先別の商1$材原*消後;畿推移(南洋材統計)
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大j授は東京と並んで.i萌洋材の港湾製材が発速していると ζろである。大!授の南洋材製材工場

には，自ら原水長手当し この1JflIから販売まで自営で行う自家挽業者と，逆に製材過程lζ特化

し，大径材である南洋材開水(主主託業者の持込みによる)の大制力11工だけぞ主l乙担う設挽工場と

が有:寂した。大阪の場合，特にこのf走者が多いのが特徴である。!迂j免寮託業者と自家挽業者は，

製材品イ量販売する上で基本的iこは競合関係にあるが，時iJ者は主l乙大i授!荷下閥mの小口If]1.151r乙対応

し，後者は小売業者のほか関東や地方の鐙[1114])議向け，流し合なと‘の住宅機器メーカーIii]けといっ

た大口裕嬰先にに出荷しており，資挽製材と自家挽製材は-~h6 ， 共寄関係にあったと~うこと

ができる。

さて， I蒋洋材製材業の中心地であった大j校五jZ林地ほぞ対象として，南洋材製材工場の動向につ

いて克てみよう o ほとんど米材を

挽いていると思われる業者令除き，

製材工場を表-6のように焼模別

に分類した。 ζの表から次の ζ と

える。即ち，高度経済成長期

には大部分を占めていた大規模閣

が百武減していった乙と，そして型4
材工場の淘汰・般理が進む中，業

界全体として中j則禁勝へ収散して

いったζ とである O 良質捺木の枯

I話，諮要のi減退によって s かつて

袋一 6 大阪南洋材製材工場の統校]]1]挽移(3JZ林地包)

(大阪市製材共同組合資料などによる)
注1) 統傑i抑留ぼ分次の巡りである。

(単位業者数)

月間以木n~j後滋小: ---50011ずや:501---1200m' 
ブミ.1201m' 

2) 3JZ林地区とは大阪市住之江区の水材団地のことである O

の大型工場は軒競持続|殺到幻乙賄ったのである O そしてその後も製材業を続けている工場も，

規艇を縮小させながら存続しているc なお， ζのうちの大手自家挽業者のほとんどは資源的見通し

のない南洋材製材業から撤退していった。そして現在，残っているのはほとんど賃挽工場である。

ついで‘第ニ段階になると，現地挽製材品(インドネシア，フィリ1::
0

ンが主体)の輸入が地加し

てくる。これに積極的に対応していったのが製材部門から搬送していった大手島家挽業者である。

乙れらの自家挽業者は，今までの自社の製材技術ぞ現地工場に教え，現地で控龍谷れた現地挽製

材品寄稿1説的lζ取り扱うことで資源問題に対処していくのである。かつての大手自家挽識者は，

今では現地挽製材品を火殺に輸入し(あるいは碕社から購入し).かつての営業法離会主主かしな

がらその関内流通ぞ拐っている。

これに対して閣内に残ったi菊洋材製材業者は，当初.1弘毅の劣っていた現地挽製材i誌に対

等材(ロ級材)を挽く ζとに，あるいは陵地闘では対応できぬ受注生践に活路ぞ求めたのであ

る。しかし，接地闘の製材技摘が向上するに伴い，現地挽製材品の品質が向上する ζ とは必至で

あった。そして現住てーは現地挽製材品という半製品1i:檎入し，それを日本関内でニ次，三次加工

する ζとによって1づ?簡裂を満たせるようになっている。現lζ一部の自家挽業者は，南洋材!京水

の製材だけでなく，現地挽製i01弘のニ次，三次加工まで行う業者として存続している。業者によっ

ては完全に現地挽製材品の悶加工業者に転じた者もいる。

一方の資挽工場はどうであろうか。授挽工場にとってのIIH和 50年代の問題とは，需要減退lζ

伴う授挽委託抵の減少であった。そのため貿挽工場の陥11ζ探挽受出競争が生ずるが，それに加え

て現地挽製材品の輸入増大の影響は大きし~かつては共待状態にあった元自家挽業者が現地挽製

品会取り扱えば扱うほど， 1.原水の大制力11工会担うはずの箆挽I場のお撚は5たわれていくので

ある。設挽工場もかつては大手釘家挽工場に劣らぬ続協を持っていた。しかし，自らの営業・販

売能力会持たぬ授挽工場としては，自家挽業:討のように南洋材開水の製材業から自v:的lこ転身す
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るζとができない。従って，業界の裂退l乙ともなって規模恐縮小しながら南沖材の製材(大関，

小割の賃加工)ぞ続けるか，もしくは擁護するしかないので、ある。

4輩まとめ

オイルショックの後の木材能l:i車業界は，住宅賎業の不按ぞ受けてilif主主不能に焔っていた。その

1:13で寵洋材消費踏襲は，特諜な状況下にあった。それが南洋材の資源閉鎖であった。しかし昭和

5 0年代，等しく資源問題にi底面した合板産業とi菊洋材製材業界のその後の腿聞には大きなが

あった。つまり合桜践業が技術による対応に成功し，践J~i棋を維持してきたのに対し， i菊洋材

製材業界は衰退の一途を辿っていった。 ζの違いを{吏出版木のjぶから見てみよう。

まず，合J板越木といわれるものの変化である。昭和40年代後半頃訟では掲洋材掠水は十分安

価であり，資源の和用範際iは， 3 1 )でみたような技術的な限界(ロータリーレースの限界，

隣諸剤の限界)が規定していた。と ζろが，原木の潟騰によって技術対・5むをi自られた現在では，

剥けない脱水，接着できない!日誌木はないと設われるようにまでなっている。合板遡水の内務の変

化は，以下のようであるといっても過言ぎではない。

(以前) 通関， P3簡で芯のしっかりしたu=r筏70"-100 Clllのラワン類原水。

(現在) 採算に乗りさえすればあまり原水の紫を11;]わない。

製材i闘水といわれるものについてはどうであろうか。制格， 1fjj!1鑓とも競争力を失った現

在，鰭嬰のある材質のものはi授られ，認の原*離に揃っている o そして，謎々能裂は減少して

いっfこ。

そのような製材業界では，かつての大手自家挽業者を中心に，海外技術移転，製品輸入という

ζ とで資源問題に対略している。そして毘l内製材業者としては，資挽工場が依然、南洋材原水の製

fせを続けているが，それは資源問題，稲野減退iζ犠機的に対応した結果ではない。今後，国内の

南洋材製材業:は，一務1¥が南洋材の銘木製材として殺るにしても，それ以外は現地挽製品のニ次，

-次加工会担うのみのものとなろう。このように，需給阿部からの変化によって，南洋材脱水を

閣内で製材する時代は終わろうとしている。

日本の南洋材消費探業の紫路状態惑化後の対応には，以上のような迷いが現れた。より大きく

!原水に規定される製材業の方が，いち早く表現してきたのである。そして接近はP 相対的iζ安制li

で良績な原水~使用できる陵地閣の台頭が著しい。このため，これまで、は脊:続してきた合板産業

も，いずれ姉格，品質両方の競争力を失い，陵業構造の変化を余儀なくされると考えられる。
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Summary 

百1elogs from Southeast Asia have been used by plywood mills and sawmills as 

thei r materials in J apan. And b加01:山hoぱft出heηmhad developed after the Wo町rl凶d

i泊ng011 tl加1児ec出:h朗pand hi吋ig凶h-q叩ua凶alit匂:ySoutheast Asia log伊s.

But since 1975 the log-supply situation has changed. The forest resources in Southeast 

Asia has been decreasing and many countries in Southeast Asia prohibited exportIng 

logs. The result was the log pri印 riseand the quality detorioration of imported logs. 

Furthermore， wood products imported from Southeast Asia contries have increased 

recently. 

On the other hand， since 1975 the domestic demand for the wood products made of 

the Southeast Asia logs has tended to shrink because of the price rise. 

The plywood mills could reduce the processil1g cost and cope with the fungibles of 

plywood depending on the new proc部 singtechnique for low quality logs. But recently 

imported plywood from Southeast Asia countries has been invading gradually the 

plywood market in J apan depending on the high叩 mlity10伊.

τne sawmills could not develop any new technique.τne r出 ult was the shrinkage 

of lumber d日mand.and the number of sawmills has decreased. 

τnerefore the both of industries in J apan may disappear in n悶 rfur・ture.




